を 持 出した 東 一 君 はもち ろん のこと、 何も 持 出さな 

かった 近所の 子供た ち も、 自分た ちみん なで 悪い こと 

をした ような 顔 をして、 すごすごと 外の 道へ 出て いつ 

た。 

外に は、 春の 昼の 風が、 ときおり 道の ほこり を 吹 立 

てて すぎ、 のろのろと 牛車が 通った あと を、 白い 蝶が 

いそがし そうに 通って ゆく こと もあった。 なるほど 電 

信 柱が あっち こっちに 立って いる。 しかし 子供た ち は 

おとな 

電信柱 なんかで 遊び はしなかった。 大人が、 こうして 

遊べと いった こと を、 いわれた ままに 遊ぶ というの は 

1? となく ばかげ て いるよう に 子供に は 甲 3 える ので ある 



きせる づ つ 

いっけて おいて、 すつ ぼんと 煙管 筒 をぬ きながら、 こ 

ういった。 

「東 坊、 この ランプ はな、 おじいさんに はとても なつ 

かしい もの だ。 長い あいだ 忘れて おった が、 きょう 東 

坊が 倉の 隅から 持 出して 来たので、 また 昔の こと を 思 

い 出した よ。 こうお じいさんみ たいに 年 をと ると、 ラ 

ンプ でも 何でも 昔の ものに 出合う のが とても 嬉しい も 

んだ」 

東 一 君 は ぼかんと してお じいさんの 顔 を 見て いた。 

おじいさん はがみが みと 叱りつ けたから、 怒って いた 

ち 

のかと 思つ たら、 昔の ラ ンプに 逢う - J とがで きて 喜ん 



ころ じん リ きひき 

その 頃 岩 滑 新田に は、 いつも 二、 三人の 人力 曳 がい 

た。 潮 湯治 (海水浴の こと) に 名古屋 から 来る 客 は、 

はんだ ち た 

たいてい 汽車で 半田まで 来て、 半田から 知 多 半島 西 海 

岸の 大野 や 新 舞子まで 人力車で ゆられて いった もので、 

岩 滑 新田 はちょう ど その 道す じに あた つ ていたからで 

ある。 

人力車 は 人が 曳 くの だから あまり 速く は 走らない。 

それに、 岩 滑 新田と 大野の 間に は 峠が 一 つ あるから、 

よけい 時間が かかる。 おまけに その 頃の 人力車の 輪 は、 

かなわ 

ガラ ガラと 鳴る 重い 鉄 輪だった ので ある。 そこで、 急 

ぎの 客 は、 賃銀 を 傲 出して、 二人の 人力 曳に ひいても 



いう 言葉 を 知らなかった ので ある。 

店の 人 は、 巳 之 助が ゆびさした 大きい 吊 ランプ を は 

ずして 来たが、 それ は 十五 銭で は 買えなかった。 

「負けと くれや」 

と 巳 之 助 はいった。 

「そうは 食 (からん」 

と 店の 人 は 答えた。 

おちし ね 

「卸値で 売つ とくれ や」 

わらじ 

巳 之 助 は 村の 雑貨 屋へ、 作った 草鞋 を 買っても らい 

によく 行った ので、 物に は 卸値と 小売 値が あって、 卸 

値 は 安いと いう こと を 知っていた。 たとえば、 村の 雑 



持って来り やよ かった。 こげな 火 打み てえ な 古くせ え 

もな ァ、 いざと いうと き 間に あわねえ だな ァ」 

そういって しまって 巳 之 助 は、 ふと 自分の 言葉 をき 

きとが めた。 

「古くせ え もな ァ、 いざと いうと き 間に あわねえ、 … 

…古くせ え もな ァ間 にあわね え …… 」 

ちょうど 月が 出て 空が 明かる くなる ように、 巳 之 助 

の 頭が この 言葉 をき つかけ にして 明かる く 晴れて 来た _ 

巳 之 助 は、 今にな つて、 自分の まちがつ ていた こと 

が はっきりと わかった。 —— ランプ はも はや 古い 道具 

になった ので ある。 電燈 という 新しい いっそう 便利な 



道具の 世の中に なった ので ある。 それだけ 世の中が ひ 

ら けたので ある。 文明開化が 進んだ ので ある。 巳 之 助 

もまた 日本のお 国の 人間なら、 日本が これ だけ 進んだ 

こと を 喜んでい いはず なの だ。 古い 自分の しょうばい 

が 失われる からと て、 世の中の 進む のに じゃましょう 

としたり、 何の 怨み もない 人 を 怨んで 火 をつ けようと 

したの は、 男と して 何とい う 見苦しい ざまであった こ 

とか。 世の中が 進んで、 古いしょう ばいがいら なくな 

れば、 男らしく、 すっぱり そのし ようばい は棄 てて、 

世の中の ためになる 新しい しょうばいに かわろう じ や 

*k 、 ゝ o 

る レカ 



がして、 大きい 火が ひとつ 消えた。 

「お前た ちの 時^ I はすぎ た。 世の中 は 進んだ」 

と 巳 之 助 はいった。 そして また 一 つ 石ころ を 拾った。 

一 一番 目に 大きかった ランプが、 パリ— ンと 鳴って 消え 

た。 

「世の中 は 進んだ。 電気の 時世に なった」 

三番 目の ランプ を 割った とき、 巳 之 助 は なぜか 涙が 

ねら 

うかんで 来て、 もう ランプに 狙い を 定める ことができ 

なかった。 

こうして 巳 之 助 は 今までの しょうばい を やめた。 そ 

れ から 町に 出て、 新しい しょうばい を はじめた。 本屋 



て」 

と 東 一 君が いった。 

「うん 損しち やった。 今から 考える と、 何も あんな こ 

やなべ しんでん 

と を せんでも よかった とわし も 思う。 岩 滑 新田に 電燈 

が ひけてから でも、 まだ 五十ぐ らいの ランプ はけつ こ 

;;- 力 だに 

う 売れたん だからな。 岩 滑 新田の 南に ある 深 谷なん と 

いう 小さい 村 じ や、 まだ 今でも ランプ を 使つ ている し 

ほかに も、 ずいぶんお そくまで ランプ を 使って いた 村 

は、 あつたの さ。 しかし 何しろ わし も あの 頃 は 元気が 

よかつたん でな。 思いついたら、 深く も 考えず、 ぱっ 

ぱっと やつ てし まったん だ」 
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